Buddhist Theory of the Beginning Part of “Oboegaki” Nanpōroku: Mainly on the Practice of Being Hewers of Wood and Drawers of Water by 櫻本 香織
『
南
方
録
』「
覚
書
」
冒
頭
部
の
仏
教
思
想
（27）1242
は
じ
め
に
　
『
南
方
録
』
は
江
戸
時
代
中
期
に
立
花
実
山
（
一
六
五
五
〜
一
七
〇
八
）
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
茶
の
湯
の
理
論
書
で
あ
る
）
1
（
。『
南
方
録
』
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
に
、
種
々
の
仏
教
の
思
想
に
よ
っ
て
茶
の
湯
を
理
論
づ
け
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
く
に
「
覚
書
」
冒
頭
部
に
は
、
茶
の
湯
と
禅
の
修
行
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
「
茶
禅
一
味
」
の
思
想
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
　
た
と
え
ば
、「
小
座
敷
の
茶
の
湯
は
、
第
一
仏
法
を
以
て
修
行
得
道
す
る
事
也
」
と
い
う
冒
頭
部
の
一
文
に
つ
い
て
、
熊
倉
功
夫
は
、「
禅
と
い
う
文
字
は
み
え
な
い
け
れ
ど
、
茶
禅
一
味
に
ほ
か
な
ら
な
い
）
2
（
」
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
熊
倉
は
「
こ
の
一
節
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
茶
の
湯
の
本
質
が
「
行
ず
る
」
こ
と
で
あ
る
（
中
略
）
茶
の
湯
は
生
活
を
「
行
ず
る
」
こ
と
だ
。
だ
か
ら
最
も
近
い
の
は
仏
道
の
修
行
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
）
3
（
。
そ
れ
よ
り
以
前
、
田
中
仙
樵
は
こ
の
冒
頭
部
の
出
典
が
鳩
摩
羅
什
訳
『
遺
教
経
』
に
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
）
4
（
。
こ
の
「
覚
書
」
冒
頭
部
は
、『
南
方
録
』
に
関
す
る
研
究
で
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
こ
に
『
南
方
録
』
全
七
巻
の
主
張
が
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
る
重
要
な
箇
所
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
　
し
か
し
、
従
来
の
『
南
方
録
』
研
究
で
は
、『
南
方
録
』
に
お
け
る
種
々
の
思
想
の
根
拠
を
明
示
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
内
容
を
論
じ
て
い
る
場
合
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、『
南
方
録
』
の
思
想
的
背
景
に
ど
の
よ
う
な
典
拠
が
あ
る
の
か
は
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
　
こ
の
よ
う
な
現
在
の
研
究
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、筆
者
は
こ
れ
ま
で
、『
南
方
録
』
の
中
心
的
概
念
で
あ
る
「
草
庵
」
に
着
目
し
、
そ
の
典
拠
が
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
「
草
庵
」
の
解
釈
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
）
5
（
。
ま
た
、
『
南
方
録
』
の
思
想
的
な
枠
組
み
の
一
つ
で
あ
る
「
書
院
台
子
」
と
「
草
庵
」
の
対
比
構
造
も
、
道
元
の
「
豊
屋
」
と
「
草
庵
」
の
解
釈
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
　
小
稿
で
は
、こ
う
し
た
『
南
方
録
』
の
思
想
研
究
の
一
環
と
し
て
、『
南
方
録
』
「
覚
書
」
冒
頭
部
と
、
こ
れ
に
対
応
す
る
内
容
を
も
つ
実
山
自
身
の
『
草
庵
自
『
南
方
録
』「
覚
書
」
冒
頭
部
の
仏
教
思
想
│
│ 
薪
水
の
修
行
譚
を
中
心
に 
│
│
櫻
　
本
　
香
　
織
1241（28）
誡
並
示
僕
童
』「
其
の
七
」
の
訳
註
研
究
を
行
う
。
両
者
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
実
山
が
ど
の
よ
う
な
思
想
を
背
景
と
し
て
「
覚
書
」
冒
頭
部
を
著
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
れ
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
山
が
ど
の
よ
う
に
茶
の
湯
を
捉
え
、
意
義
づ
け
た
の
か
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
一
　「
覚
書
」
冒
頭
部
訳
註
　
以
下
に
、『
南
方
録
』「
覚
書
」
冒
頭
部
を
、
本
文
・
現
代
語
訳
・
註
釈
の
順
に
掲
げ
る
。
な
お
、
現
代
語
訳
に
関
し
て
は
熊
倉
功
夫
）
6
（
の
解
釈
を
適
宜
参
照
し
、
傍
線
・
記
号
等
は
私
に
附
し
た
（
以
下
同
じ
）。
【
本
文
】
Ａ
宗
易
、
あ
る
時
、
集
雲
庵
に
て
茶
湯
物
語
あ
り
し
に
、
Ｂ
茶
湯
は
台
子
を
根
本
と
す
る
こ
と
な
れ
ど
も
、
心
の
至
る
所
は
草
の
小
座
敷
に
し
く
こ
と
な
し
と
、
常
〳
〵
の
給
ふ
ハ
、
い
か
様
の
子
細
か
候
と
申
。
宗
易
の
云
、
Ｃ
小
座
敷
の
茶
の
湯
は
、
第
一
仏
法
を
以
て
修
行
得
道
す
る
事
也
。
Ｄ
家
居
の
結
構
、
食
事
の
珍
味
を
楽
と
す
る
は
俗
世
の
事
也
。
家
ハ
も
ら
ぬ
ほ
ど
、
食
事
ハ
飢
ぬ
ほ
ど
に
て
た
る
事
也
。
Ｅ
是
仏
の
教
、
茶
の
湯
の
本
意
也
。
Ｆ
水
を
運
び
、
薪
を
と
り
、
湯
を
わ
か
し
、
茶
を
た
て
ゝ
、
仏
に
そ
な
へ
、
人
に
も
ほ
ど
こ
し
、
吾
も
の
む
。
花
を
た
て
香
を
た
く
。
Ｇ
ミ
な
〳
〵
仏
祖
の
行
ひ
の
あ
と
を
学
ぶ
也
。
な
を
委
し
く
ハ
、
己
僧
の
明
め
に
あ
る
べ
し
と
、
の
給
ふ
。
【
現
代
語
訳
】
千
利
休
が
、
あ
る
時
、
集
雲
庵
で
茶
の
湯
の
談
義
を
し
た
時
に
、
茶
の
湯
と
い
う
の
は
台
子
を
根
本
と
す
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
茶
の
湯
の
心
が
究
極
の
境
地
に
達
す
る
所
は
草
の
小
座
敷
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
と
、
常
々
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
い
わ
れ
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
と
私
宗
啓
が
申
し
上
げ
ま
し
た
。
利
休
が
い
う
に
は
、
小
座
敷
の
茶
の
湯
は
、
第
一
の
仏
法
を
も
っ
て
修
行
し
道
を
得
る
こ
と
で
す
。
住
居
の
構
え
、
食
事
の
珍
味
を
楽
し
み
と
す
る
の
は
俗
世
間
の
事
で
す
。
家
は
雨
が
漏
ら
な
い
ほ
ど
、
食
事
は
飢
え
な
い
ほ
ど
で
あ
れ
ば
十
分
な
こ
と
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が
仏
の
教
え
で
あ
り
、
茶
の
湯
の
本
来
の
意
義
な
の
で
す
。
水
を
運
び
、
薪
を
と
り
、
湯
を
わ
か
し
、
茶
を
た
て
て
、
仏
に
供
え
、
人
に
も
差
し
上
げ
、
自
分
も
飲
む
。
花
を
立
て
香
を
焚
く
。
こ
れ
ら
す
べ
て
は
仏
祖
の
行
い
の
あ
と
を
学
ぶ
こ
と
で
す
。
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
、
わ
た
く
し
南
坊
宗
啓
の
見
極
め
に
あ
る
は
ず
だ
と
、
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
。
【
註
釈
】
○
宗
易　
千
利
休
（
一
五
二
二
〜
一
五
九
一
）
の
こ
と
。
利
休
は
幼
名
を
「
与
四
郎
」
と
称
し
、
大
徳
寺
の
笑
嶺
宗
訢
に
参
禅
し
た
際
、
法
名
を
「
宗
易
」、
斎
号
を
「
抛
筌
斎
」
と
授
か
っ
た
。
な
お
、「
利
休
」
の
名
は
居
士
号
で
あ
る
。「
南
荘
今
市
町
千
与
四
郎
ト
云
シ
人
也
。
先
祖
ヨ
リ
久
住
ノ
人
、
後
ニ
千
宗
易
0
0
ト
改
名
シ
、
利
休
居
士
ト
云
リ
」（『
堺
鑑
』
下
「
千
宗
易　
道
号
ハ
利
休
」）。
○
集
雲
庵　
堺
南
宗
寺
の
塔
頭
。「
昔
日
岐
翁
ハ
一
休
和
尚
ノ
弟
子
也
。
一
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方
録
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冒
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仏
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想
（29）1240
休
ノ
御
心
ニ
背
、
擯
出
セ
ラ
レ
当
津
市
町
六
間
筋
ニ
菴
地
ヲ
求
、
集
雲
菴
0
0
0
ト
号
シ
テ
被w
住
居a
（
中
略
）
又
集
雲
菴
ト
云
モ
不w
似
合q
ト
テ
、
南
坊
ト
呼
玉
ヒ
シ
ト
也
。（
中
略
）
其
後
南
宗
寺
へ
寺
地
ヲ
移
シ
今
ノ
集
雲
菴
開
基
是
也
」（『
堺
鑑
』
下
「
岐
翁
」）。
○
茶
湯
物
語　
茶
の
湯
に
つ
い
て
の
談
義
。「
十
七
歳
ノ
比
ヨ
リ
茶
湯
0
0
ニ
心
ヲ
寄
、
道
陳
へ
通
、
数
奇
ニ
名
ヲ
得
タ
リ
。
十
九
歳
ノ
時
、
道
陳
・
紹
鷗
ヘ
物
語
0
0
ノ
序
ニ
、
千
与
四
郎
ト
云
者
茶
湯
ニ
心
ヲ
ナ
シ
テ
、
我
方
ヘ
切
々
来
ケ
ル
」（『
堺
鑑
』
下
「
千
宗
易　
道
号
ハ
利
休
」）。
○
台
子　
書
院
で
唐
物
道
具
を
飾
り
用
い
る
棚
の
こ
と
。「
惣
別
、
台
子
0
0
の
茶
湯
に
茶
の
立
て
様
、
極
上
の
大
事
。
こ
の
内
に
密
伝
、
条
々
あ
り
」（『
山
上
宗
二
記
』「
台
子
四
つ
飾
り
の
事
」）。
○
根
本　
物
事
の
大
本
。「
世
間
以p
王
為w
根
本a
一
切
人
民
為w
所
依q
」
（
般
若
訳
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
巻
二
﹇
大
正
三
‐
三
〇
二
下
﹈）。「
世
間
ニ
堺
舜
慶
ト
テ
茶
入
ヲ
持
弄
事
ハ
、
此
人
根
本
0
0
当
地
ノ
生
ニ
テ
、
其
後
屋
州
瀬
戸
ニ
テ
茶
入
ヲ
焼
、
又
伊
勢
ニ
テ
モ
焼
故
ニ
、
其
々
ノ
所
ノ
名
ニ
ヨ
リ
テ
分
ア
レ
ド
モ
、
根
本
此
地
ヨ
リ
出
タ
レ
バ
一
事
也
。
其
子
孫
利
休
時
代
迄
堺
ニ
居
住
ス
ト
也
」（『
堺
鑑
』
下
「
堺
舜
慶
」）。
○
心
の
至
る
所　
心
が
究
極
の
境
地
に
達
す
る
所
。「
定
家
卿
歌
に
も
侍
る
に
や
。
た
だ
し
、
作
者
は
歌
な
く
と
も
付
け
侍
る
べ
し
。
心
の
至
る
所
0
0
0
0
0
に
よ
れ
ば
な
り
」（
心
敬
『
老
の
す
さ
み
』「
旅
寝
か
な
し
き
冬
の
山
里
」）。
○
草
の
小
座
敷　
草
庵
茶
室
の
こ
と
。「
出
家
学
道
の
い
か
で
か
豊
屋
に
幽
棲
す
る
あ
ら
ん
。
も
し
豊
屋
を
え
た
る
は
、
邪
命
に
あ
ら
ざ
る
な
し
。
清
浄
な
る
ま
れ
な
り
。（
中
略
）
草0
菴
白
屋
は
、
古
聖
の
所
住
な
り
。
古
聖
の
所
愛
な
り
。
晩
学
し
た
ひ
参
学
す
べ
し
。
た
が
ゆ
る
こ
と
な
か
れ
。
黄
帝
・
堯
・
舜
等
は
、
俗
な
り
と
い
へ
ど
も
、
草0
屋
に
居
す
（
中
略
）
俗
な
ほ
草0
屋
に
居
す
。
出
家
人
い
か
で
か
高
堂
大
観
を
所
居
に
擬
せ
ん
」（『
正
法
眼
蔵
』「
行
持
」）。
○
子
細　
い
わ
れ
。「
住
吉
の
神
主
、
津
守
国
夏
大
鼓
の
役
に
て
登
山
し
た
り
け
る
が
、
い
か
な
る
子
細
0
0
あ
り
け
る
に
や
」（『
大
平
記
』
巻
二
「
石
清
水
并
び
に
南
都
北
嶺
行
幸
の
事
）。
○
と
申　
〜
と
申
す
。
南
坊
宗
啓
の
発
話
。
南
坊
宗
啓
に
つ
い
て
は
、「
己
僧
の
明
め
」
の
項
参
照
。
○
し
く
こ
と
な
し　
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。「
い
か
さ
ま
に
も
鷹
の
仇
に
は
煙
に
し
く
事
な
し
0
0
0
0
0
」（『
伊
曽
保
物
語
』
中
「
十
九　
狐
と
鷲
の
事
」）。
○
小
座
敷　
茶
室
の
こ
と
。
江
戸
前
期
以
前
の
茶
室
の
呼
び
方
。『
南
方
録
』
で
は
四
畳
半
以
下
の
茶
室
の
こ
と
を
さ
す
。「
同
八
月
十
八
日
昼　
小
座
0
0
敷0
、
始
而
、
大
林
長
老　
せ
う
れ
い
泉
首
座　
開
想　
昌
持
者　
暮
テ
掃
門　
道
叱
、
被p
来
候
」（『
天
王
寺
屋
会
記
』「
宗
達
自
会
記
天
文
二
十
四
年
八
月
」）。「
草
の
小
座
敷
」
の
項
参
照
。
○
第
一
仏
法
を
以
て　
第
一
の
仏
の
法
を
も
っ
て
。「
菩
薩
・
摩
訶
薩
、
受w
持
三
世
諸
菩
薩
法z
能
以0w
仏
法
0
0a
教w
化
衆
生a
至
心
修0w
行0
菩
提
之
道0z
為w
菩
提
道q
不
惜
身
命
。
不
惜
身
命
是
菩
薩
戒
」（
求
那
跋
摩
訳
『
菩
薩
善
戒
経
』﹇
大
正
三
○
‐
九
六
九
上
﹈）。「
し
か
あ
れ
ば
身
心
を
澡
浴
し
て
、
香
油
を
ぬ
り
、
塵
穢
を
の
ぞ
く
は
、
第
一
0
0
の
仏
法
0
0
な
り
。
新
浄
の
衣
1239（30）
を
著
す
る
、
ひ
と
つ
の
浄
法
な
り
。
塵
穢
を
澡
浴
し
、
香
油
を
身
に
塗
す
る
に
、
内
外
倶
浄
な
る
べ
し
。
内
外
倶
浄
な
る
と
き
、
依
報
正
報
清
浄
な
り
」（『
正
法
眼
蔵
』「
洗
面
」）。
○
修
行
得
道　
仏
の
教
え
を
守
っ
て
実
践
し
悟
り
を
得
る
こ
と
。「
於w
此
世
界a
尽
見w
彼
土
六
趣
衆
生a
又
見w
彼
土
現
在
諸
仏a
及
聞w
諸
所
説
経
法a
并
見w
彼
諸
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
諸
修
行
得
道
0
0
0
0
者a
復
見e
諸
菩
薩
・
摩
訶
薩
、
種
種
因
縁
・
種
種
信
解
・
種
種
相
貌
行w
菩
薩
道0q
」（『
法
華
経
』
巻
一
・
序
品
﹇
大
正
九
‐
二
中
﹈）。「
斯
等
、
不p
聞w
不p
信e
是
経a
則
為w
大
失z
我
得0w
仏0
道a
以w
諸
方
便a
為
説w
此
法a
令p
住w
其
中q
」（『
法
華
経
』
巻
五
・
安
楽
行
品
﹇
大
正
九
‐
三
九
上
﹈）。
「
お
ほ
よ
そ
有
覚
無
覚
の
発
心
す
る
と
き
、
は
じ
め
て
一
仏
性
を
種
得
す
る
な
り
。
四
大
五
蘊
を
め
ぐ
ら
し
て
、
誠
心
に
修
行
0
0
す
れ
ば
得
道
0
0
す
。
草
木
牆
壁
を
め
ぐ
ら
し
て
、
誠
心
に
修
行
0
0
せ
ん
得
道
0
0
す
べ
し
」（『
正
法
眼
蔵
』
「
発
無
上
心
」）。「
心
の
至
る
所
」
の
項
参
照
。
○
家
居
の
結
構　
住
居
の
構
え
。「
末
世
の
愚
人
、
い
た
づ
ら
に
堂
閣
の
結0
搆0
に
つ
か
る
る
こ
と
な
か
れ
。
仏
祖
い
ま
だ
堂
閣
を
ね
が
は
ず
。
自
己
の
眼
目
い
ま
だ
あ
き
ら
め
ず
、
い
た
づ
ら
に
殿
堂
精
藍
を
結
搆
0
0
す
る
、
ま
た
く
諸
仏
に
仏
宇
を
供
養
せ
ん
と
に
は
あ
ら
ず
、
お
の
れ
が
名
利
の
窟
宅
と
せ
ん
が
た
め
な
り
」（『
正
法
眼
蔵
』「
行
持
」）。「
草
の
小
座
敷
」
の
項
参
照
。
○
食
事
の
珍
味
を
楽
と
す
る
は
俗
世
の
事　
食
事
の
珍
味
を
楽
し
み
に
す
る
の
は
俗
世
間
の
こ
と
。「
世
間
珍
味
0
0
無p
不w
必
備a
有w
破p
薪
者a
有w
取
p
水
者a
作p
食
者
、掃p
地
者
、香
汁
灑p
地
者
、敷p
座
者
、散p
華
者
、敷w
高
座q
者
」（
仏
陀
什
・
竺
道
生
訳
『
弥
沙
塞
部
和
醯
五
分
律
』
巻
二
十
五
﹇
大
正
二
二
‐
一
六
六
下
﹈）。「
又
況
百
味
珍
0
0
饈
、
逓
相
供
養
、
道e
我
四
事
具
足
、
方
可w
発
心z
只
恐
做
手
脚
不p
迄
、
便
是
隔p
生
隔p
世
去
也
」
（『
正
法
眼
蔵
』「
行
持
」）。「
い
た
づ
ら
に
世0
間
の
欲
楽0
を
あ
た
ふ
る
を
、
利
益
衆
生
と
す
る
に
は
あ
ら
ず
」（『
正
法
眼
蔵
』「
発
菩
提
心
」）。
○
家
ハ
も
ら
ぬ
ほ
ど
、
食
事
ハ
飢
ぬ
ほ
ど
に
て
た
る
事　
家
は
雨
が
漏
ら
な
い
ほ
ど
、
食
事
は
飢
え
な
い
ほ
ど
で
あ
れ
ば
十
分
な
こ
と
。「
百
丈
笑
云
、
第
一
坐
、
輸w
却
山
子q
也
。
遂
遣e
師
往w
潙
山z
是
山
峭
絶
、
夐
無w
人
煙z
師
猿
猱
為p
伍
、
橡
栗
充p
食0
。
山
下
居
民
、
稍
稍
知p
之
、
帥p
衆
共
営w
梵
宇q
」（
道
原
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
九
﹇
大
正
五
一
‐
二
六
四
下
﹈）、
『
永
平
清
規
』「
知
事
清
規
」
に
同
文
あ
り
。「
大
潙
山
大
円
禅
師
は
、
百
丈
の
授
記
よ
り
、
直
に
潙
山
の
峭
絶
に
ゆ
き
て
、
鳥
獣
為
伍
し
て
、
結
草
修
練
す
。
風
雪
を
辞
労
す
る
こ
と
な
し
。
橡
栗
充
食0
せ
り
。
堂
宇
な
し
常
住
な
し
」（『
正
法
眼
蔵
』「
行
持
」）。
○
是
仏
の
教　
こ
れ
こ
そ
が
仏
の
教
え
で
あ
る
。「
諸
仏
の
道
現
成
、
こ
れ
0
0
仏
教
0
0
な
り
。
こ
れ
仏
祖
の
仏
祖
の
た
め
に
す
る
ゆ
え
に
、
教
の
教
の
た
め
に
正
伝
す
る
な
り
（
中
略
）
こ
の
ゆ
え
に
説
是
経
な
り
。
是
経
こ
れ
仏
教
な
り
。
し
る
べ
し
恒
沙
の
仏
教
は
竹
箆
払
子
な
り
。
仏
教
の
恒
沙
は
拄
杖
拳
頭
な
り
」（『
正
法
眼
蔵
』「
仏
教
」）。
○
茶
の
湯
の
本
意
也　
茶
の
湯
の
本
来
の
意
義
で
あ
る
。「
仏
経
は
仏
道
の
本
意
0
0
に
あ
ら
ず
。
祖
伝
こ
れ
本
意
な
り
0
0
0
0
。
祖
伝
に
奇
特
玄
妙
つ
た
は
れ
り
」
『
南
方
録
』「
覚
書
」
冒
頭
部
の
仏
教
思
想
（31）1238
（『
正
法
眼
蔵
』「
仏
経
」）。
○
水
を
運
び
、
薪
を
と
り
、
湯
を
わ
か
し
、
茶
を
た
て
　ゝ
水
を
運
び
、
薪
を
と
り
、
湯
を
わ
か
し
、
茶
を
た
て
る
。「
王
聞w
仙
言a
歓
喜
踊
躍
。
即
随w
仙
人a
供w
給
所
須a
採p
菓
、
汲p
水0
、
拾p
薪0
、
設p
食
、
乃
至
、
以
p
身
而
為w
床
座a
身
心
無p
惓
。
于
時
奉
事
経w
於
千
歳a
為w
於
法q
故
、
精
勤
給
侍
令p
無p
所p
乏
（
中
略
）
即
便
随w
仙
人a
供
給w
於
所o
須
、
採0w
薪0
及
菓
蓏a
随p
時
恭
敬
与
、
情
存w
妙
法q
故
、
身
心
無w
懈
惓q
」（『
法
華
経
』
巻
四
・
提
婆
達
多
品
﹇
大
正
九
‐
三
四
下
﹈）。「
神
通
并
妙
用
、
運
水
0
0
及
般
柴
」（
道
原
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
九
﹇
大
正
五
一
‐
二
六
三
中
﹈）。
「
い
ま
諸
仏
諸
祖
の
現
成
す
る
は
、
施
為
に
転
次
せ
ら
る
る
な
り
。
五
仏
六
祖
の
西
来
す
る
施
為
に
転
次
せ
ら
る
る
な
り
。
い
は
ん
や
運
水
0
0
般
柴
は
、
転
次
し
き
た
る
な
り
。
即
心
是
仏
の
現
生
す
る
転
次
な
り
」（『
正
法
眼
蔵
』
「
授
記
」）。
○
仏
に
そ
な
へ
、
人
に
も
ほ
ど
こ
し
、
吾
も
の
む　
仏
に
供
え
、
他
の
人
々
に
も
差
し
上
げ
、
自
分
も
飲
む
。「
彼
買w
此
池a
以p
華
奉w
仏0
廟a
水
果
自
供0
。
吾
飲
0
0w
其
水q
」（
康
僧
会
訳
『
六
度
集
経
』
巻
五
﹇
大
正
三
‐
三
〇
上
﹈）。「
為w
供
所
依a
由w
於
昔
時a
以p
手
持p
供
供0p
仏
施
0
0p
人0
。
称
周w
法
界z
故
令e
真
流
供
具
等w
諸
仏
之
難
思q
」（
澄
観
撰
『
大
方
広
仏
華
厳
経
疏
』
巻
十
六
﹇
大
正
三
五
‐
二
二
上
﹈）。
○
花
を
立
て
香
を
た
く　
花
を
立
て
香
を
焚
い
て
供
養
す
る
こ
と
。「
そ
の
儀
は
か
な
ら
ず
祖
師
を
焼
香
礼
拝
し
、
応
受
菩
薩
戒
を
求
請
す
る
な
り
。
（
中
略
）
あ
る
ひ
は
衣
服
を
浣
染
し
て
、
華
を
0
0
散
し
香
を
た
0
0
0
き
、
礼
拝
恭
敬
し
て
、
そ
の
身
に
着
す
」（『
正
法
眼
蔵
』「
受
戒
」）。
○
仏
祖
の
行
ひ
の
あ
と
を
学
ぶ　
仏
祖
の
行
い
の
あ
と
を
学
ぶ
こ
と
。
仏
祖
は
こ
こ
で
は
釈
尊
の
こ
と
。「
も
し
仏
祖
の
行
0
0
0
0
履
を
ふ
む
と
き
は
、
仏
祖
に
ち
か
づ
く
み
ち
あ
り
。
仏
祖
あ
ま
ね
く
天
衆
神
道
を
超
証
す
る
に
は
、
天
衆
神
道
は
る
か
に
見
上
の
た
よ
り
な
く
、
仏
祖
の
ほ
と
り
に
ち
か
づ
き
が
た
き
な
り
」（『
正
法
眼
蔵
』「
行
持
」）。
○
己
僧
の
明
め　
わ
が
僧
の
見
極
め
。己
僧
と
は
利
休
の
弟
子
と
さ
れ
、『
南
方
録
』
の
執
筆
者
に
設
定
さ
れ
る
南
坊
宗
啓
を
さ
す
。
な
お
、
南
坊
宗
啓
は
歴
史
上
、
実
在
が
確
認
で
き
な
い
。「
わ
か
あ
と
の
あ
き
ら
め
0
0
0
0
ら
る
る
こ
と
は
、
仏
の
あ
と
を
は
か
る
よ
り
う
る
な
り
。
こ
の
あ
と
を
う
る
を
仏
法
と
は
い
ふ
な
る
べ
し
」（『
正
法
眼
蔵
』「
唯
仏
与
仏
」）。
二
　「
覚
書
」
冒
頭
部
の
解
釈
　
以
上
、『
南
方
録
』「
覚
書
」
冒
頭
部
の
訳
註
を
試
み
、「
覚
書
」
冒
頭
の
主
要
な
典
拠
と
思
わ
れ
る
表
現
を
推
測
し
た
。
こ
の
類
似
の
用
例
群
か
ら
「
覚
書
」
冒
頭
部
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
で
き
る
の
か
、
文
頭
か
ら
順
に
考
察
を
加
え
た
い
。
右
の
通
り
、「
覚
書
」
冒
頭
部
の
表
現
は
ほ
と
ん
ど
が
仏
教
経
典
お
よ
び
論
書
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
『
正
法
眼
蔵
』
に
重
点
を
置
き
、
ま
た
『
正
法
眼
蔵
』
が
用
い
て
い
る
『
法
華
経
）
7
（
』
等
の
文
献
に
も
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
Ａ
に
仏
教
語
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
先
行
研
究
で
『
南
方
録
』
の
出
典
の
一
1237（32）
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
堺
鑑
）
8
（
』
か
ら
用
例
を
掲
げ
た
。
神
津
朝
夫
は
、
『
南
方
録
』
に
見
ら
れ
る
利
休
や
紹
鷗
・
道
陳
に
関
す
る
記
事
、
集
雲
庵
開
基
の
岐
翁
が
南
坊
と
呼
ば
れ
た
こ
と
、
利
休
が
草
履
の
裏
に
革
を
張
っ
た
雪
駄
を
創
案
し
た
と
い
う
話
は
、『
堺
鑑
』
の
内
容
と
共
通
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
）
9
（
。
ま
た
、
熊
倉
に
よ
れ
ば
、『
南
方
録
』
に
引
用
さ
れ
る
藤
原
家
隆
の
「
花
を
の
ミ
待
ら
ん
人
に
山
ざ
と
の　
雪
間
の
草
の
春
を
見
せ
ば
や
」
と
い
う
歌
は
、『
堺
鑑
』「
千
宗
易
」
の
項
に
根
拠
が
あ
る
と
い
う
）
10
（
。
　
『
堺
鑑
』
は
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
衣
笠
一
閑
（
生
没
年
未
詳
）
の
著
作
と
さ
れ
、
大
坂
堺
に
ま
つ
わ
る
歴
史
的
名
所
や
人
物
を
ま
と
め
た
地
誌
で
あ
り
、
上
・
中
・
下
巻
か
ら
な
る
。『
堺
鑑
』
下
巻
「
人
物
門
」
の
「
僧
道
」「
技
芸
」「
名
物
」
の
項
の
各
人
物
に
関
す
る
記
述
に
、
Ａ
の
文
中
に
あ
る
「
宗
易
」
「
集
雲
庵
」「
茶
湯
物
語
」
の
語
彙
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
実
山
は
Ａ
を
撰
述
す
る
に
あ
た
っ
て
、『
堺
鑑
』
下
巻
を
参
照
し
て
い
た
と
確
認
で
き
る
。
　
Ｂ
で
は
、『
南
方
録
』
の
思
想
的
枠
組
み
で
あ
る
「
書
院
台
子
の
茶
」
と
「
草
庵
小
座
敷
の
茶
」
の
対
比
構
造
の
も
と
、「
草
庵
小
座
敷
の
茶
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。こ
の
対
比
構
造
に
つ
い
て
、筆
者
は
以
前
、『
南
方
録
』
に
お
け
る
「
草
庵
」
の
典
拠
を
検
討
し
た
際
に
、
そ
の
解
釈
が
道
元
の
『
永
平
清
規
』
や
『
永
平
広
録
』、
そ
し
て
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
「
豊
屋
」
と
「
草
庵
」
の
対
比
構
造
に
由
来
す
る
と
指
摘
し
た
）
11
（
。
　
「
根
本
」
の
語
註
で
掲
げ
た
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
）
12
（
』
で
は
、「
世
間
は
王
を
も
っ
て
根
本
と
為
す
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
堺
鑑
』
で
は
世
間
で
堺
舜
慶
）
13
（
が
所
持
し
た
茶
入
が
「
根
本
」
で
あ
り
、
そ
の
後
瀬
戸
や
伊
勢
で
茶
入
が
焼
成
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
に
、
舜
慶
の
茶
入
が
「
根
本
」
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
Ｂ
に
茶
の
湯
は
台
子
を
根
本
と
す
る
と
あ
る
の
は
、
茶
の
湯
に
お
い
て
「
台
子
」
は
書
院
で
唐
物
道
具
を
飾
る
格
式
が
伴
う
）
14
（
と
い
う
点
で
、
草
庵
茶
の
湯
の
「
根
本
」
と
さ
れ
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
一
方
、
心
の
極
ま
る
所
は
草
の
小
座
敷
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
こ
の
Ｂ
に
お
け
る
対
比
は
、『
正
法
眼
蔵
』
に
見
ら
れ
る
「
豊
屋
」
と
「
草
庵
」
の
対
比
関
係
と
近
似
し
て
お
り
、「
覚
書
」
冒
頭
部
の
茶
の
湯
の
あ
り
方
が
、『
正
法
眼
蔵
』
の
解
釈
に
よ
っ
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、「
台
子
」
と
「
草
庵
」
の
語
は
、『
堺
鑑
』
に
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
　
続
い
て
Ｃ
に
つ
い
て
、
解
釈
を
深
め
た
い
。
Ｃ
「
小
座
敷
の
茶
の
湯
は
、
第
一
仏
法
を
以
て
修
行
得
道
す
る
事
也
」
は
、
利
休
の
発
話
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
「
草
庵
」
の
茶
の
湯
は
「
仏
法
」
を
も
っ
て
修
行
得
道
す
る
こ
と
だ
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
通
り
熊
倉
は
、
こ
の
部
分
が
『
南
方
録
』
の
茶
の
湯
に
禅
の
影
響
が
あ
る
箇
所
と
し
て
指
摘
す
る
が
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
の
「
茶
禅
一
味
」
説
を
踏
襲
す
る
だ
け
で
詳
細
に
分
析
し
て
い
な
い
。
　
Ｃ
の
語
註
に
お
い
て
、「
第
一
仏
法
を
以
て
」
と
「
修
行
得
道
」
が
『
菩
薩
善
戒
経
』『
法
華
経
』『
正
法
眼
蔵
』
に
典
拠
が
あ
る
と
推
測
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ま
ず
「
第
一
仏
法
を
以
て
」
の
語
句
は
、『
菩
薩
善
戒
経
』
に
「
以
仏
法
」
や
「
修
行
菩
提
之
道
」
の
語
が
あ
り
、『
菩
薩
善
戒
経
』
の
内
容
と
Ｃ
が
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
道
元
は
菩
薩
戒
の
儀
式
や
作
法
を
述
べ
る
『
正
法
眼
蔵
』「
受
戒
」
に
お
い
て
、『
菩
薩
善
戒
経
』
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
）
15
（
。『
菩
薩
善
戒
経
』
と
は
、
大
乗
菩
薩
の
修
行
法
を
解
説
し
『
南
方
録
』「
覚
書
」
冒
頭
部
の
仏
教
思
想
（33）1236
た
経
典
）
16
（
で
あ
る
。『
菩
薩
善
戒
経
』
で
は
「
菩
薩
・
摩
訶
薩
、
受w
持
三
世
諸
菩
薩
法a
能
以0w
仏
法
0
0a
教w
化
衆
生a
至
心
修0w
行0
菩
提
之
道0q
」
と
あ
る
よ
う
に
、
菩
薩
は
三
世
す
な
わ
ち
過
去
・
現
在
・
未
来
の
菩
薩
の
法
を
受
け
た
も
ち
、
よ
く
仏
法
を
も
っ
て
、
衆
生
を
教
化
し
、
誠
の
心
を
も
っ
て
菩
提
の
道
す
な
わ
ち
仏
道
を
修
行
す
る
と
説
く
。
　
ま
た
、
Ｃ
の
「
修
行
得
道
」
に
は
、『
法
華
経
』
を
出
典
と
し
て
指
摘
し
た
。
と
い
う
の
は
、「
修
行
得
道
」
と
い
う
語
は
『
法
華
経
』
と
そ
れ
に
関
連
す
る
論
疏
に
し
か
見
ら
れ
な
い
言
葉
だ
か
ら
で
あ
る
。『
法
華
経
』
序
品
で
は
、「
并
見w
彼
諸
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
諸
修
行
得
道
0
0
0
0
者a
復
見e
諸
菩
薩
・
摩
訶
薩
、
種
種
因
縁
・
種
種
信
解
・
種
種
相
貌
行w
菩
薩
道0q
」
と
あ
り
、
諸
々
の
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
ら
が
修
行
し
悟
り
を
得
て
い
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
ま
た
諸
々
の
菩
薩
ら
が
種
々
の
因
縁
や
信
解
、
様
々
な
相
貌
を
も
っ
て
、
菩
薩
道
を
修
行
し
体
得
し
て
い
る
の
が
見
え
た
）
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（
と
す
る
。
　
さ
ら
に
、『
正
法
眼
蔵
』
の
「
お
ほ
よ
そ
有
覚
無
覚
の
発
心
す
る
と
き
、
は
じ
め
て
一
仏
性
を
種
得
す
る
な
り
。
四
大
五
蘊
を
め
ぐ
ら
し
て
、
誠
心
に
修
行
0
0
す
れ
ば
得
道
0
0
す
。
草
木
牆
壁
を
め
ぐ
ら
し
て
、
誠
心
に
修
行
せ
ん
得
道
す
べ
し
」
を
典
拠
と
し
て
示
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
箇
所
で
は
、
仏
と
な
る
た
め
に
は
、
草
木
で
覆
わ
れ
た
垣
根
や
壁
と
い
う
空
間
の
中
で
、
修
行
す
れ
ば
道
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
内
容
は
、
Ｃ
の
茶
の
湯
は
草
や
木
で
覆
わ
れ
た
露
地
の
中
の
草
庵
小
座
敷
の
中
で
修
行
し
道
を
得
る
と
い
う
主
張
と
影
響
関
係
が
あ
る
と
考
え
た
。
　
し
か
し
、「
仏
法
」
と
「
修
行
得
道
」
の
う
ち
の
「
修
行
」「
得
道
」
と
い
う
語
は
、
仏
教
に
お
い
て
、
数
多
く
見
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｃ
の
「
得
道
」
に
お
け
る
「
道
」
が
、『
菩
薩
善
戒
経
』
お
よ
び
『
法
華
経
』
の
「
道
」
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
何
に
由
来
す
る
も
の
か
、
現
段
階
で
は
特
定
で
き
な
い
。
今
後
は
こ
の
「
道
」
の
解
明
を
行
い
、
さ
ら
に
Ｃ
の
背
景
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
　
Ｄ
で
は
、
Ｂ
の
「
書
院
台
子
の
茶
」
と
「
草
庵
小
座
敷
の
茶
」
の
対
比
関
係
、
す
な
わ
ち
「
世
間
」
的
な
も
の
と
「
出
世
間
」
的
な
も
の
と
の
対
立
関
係
を
、
今
一
度
繰
り
返
し
、
草
庵
茶
の
湯
の
あ
り
方
を
示
す
文
言
と
し
て
強
調
し
て
い
る
。文
中
の
「
家
居
の
結
構
」
を
楽
し
み
と
す
る
と
い
う
表
現
は
、『
正
法
眼
蔵
』
で
説
か
れ
る
「
草
庵
」
に
対
す
る
「
堂
閣
」
す
な
わ
ち
「
豊
屋
」
に
当
て
は
ま
ろ
う
。
そ
れ
は
、
出
家
人
と
い
う
仏
道
を
学
ぶ
も
の
の
住
居
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
末
世
の
愚
人
が
そ
の
よ
う
な
居
を
構
え
る
こ
と
に
疲
弊
し
て
は
な
ら
な
い
、
仏
祖
は
そ
れ
を
願
っ
て
は
い
な
い
こ
と
だ
と
す
る
。
こ
の
「
書
院
」
す
な
わ
ち
「
世
間
」
と
、「
草
庵
」
す
な
わ
ち
「
出
世
間
」
の
対
比
は
、『
南
方
録
』
全
七
巻
最
後
の
巻
で
あ
る
「
滅
後
」
の
冒
頭
部
に
強
調
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、
Ｄ
に
対
応
す
る
箇
所
を
「
滅
後
」
か
ら
抜
粋
し
よ
う
。
草
菴
ヲ
書
院
ノ
ゴ
ト
ク
取
サ
バ
キ
、
其
本
意
ヲ
尋
ル
ニ
不p
及
。
或
ハ
大
食
大
酒
ノ
人
ハ
、
草
菴
ニ
テ
モ
酒
盛
ノ
興
ヲ
ナ
シ
、
ソ
ノ
心
々
ニ
カ
ナ
ハ
ザ
レ
バ
、
佗
ズ
キ
イ
ヤ
ニ
思
フ
也
。
世
ヲ
ワ
タ
ル
師
匠
ド
モ
、
大
名
ノ
気
ニ
入
、
茶
ノ
会
長
ズ
ル
ヲ
専
ト
心
得
。
銀
モ
チ
ブ
ゲ
ン
者
ノ
コ
ノ
コ
ト
好
ム
ヲ
幸
ト
シ
テ
、
欲
心
ヨ
リ
ス
ヽ
ム
ル
茶
ノ
湯
ナ
レ
バ
、
只
今
サ
ヘ
思
ノ
外
ナ
ル
フ
ル
マ
ヒ
多
シ
。
マ
シ
テ
ヤ
末
代
ノ
茶
思
ヤ
ラ
レ
テ
不p
及w
是
1235（34）
非z《
草
庵
小
座
敷
を
書
院
の
よ
う
に
取
り
ふ
る
ま
い
、
そ
の
本
来
の
意
義
を
求
め
る
に
は
及
ば
な
い
こ
と
で
あ
る
。
或
い
は
大
食
大
酒
の
人
は
、
草
庵
に
お
い
て
も
酒
盛
り
の
楽
し
み
を
し
、
そ
の
お
の
お
の
の
心
に
適
わ
な
け
れ
ば
、
佗
数
寄
を
嫌
に
思
う
の
で
あ
る
。
世
を
渡
る
師
匠
た
ち
は
、
大
名
の
気
に
入
る
よ
う
に
、
茶
会
の
時
間
を
長
く
す
る
こ
と
を
専
ら
心
得
て
い
る
。
金
持
ち
分
限
者
が
こ
の
こ
と
を
好
む
の
を
幸
い
と
し
て
、
欲
の
心
よ
り
す
す
め
る
茶
の
湯
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
今
で
さ
え
思
い
が
け
な
い
よ
う
な
ふ
る
ま
い
が
多
い
。
ま
し
て
や
末
代
の
茶
の
湯
の
こ
と
を
思
い
や
る
と
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。》
　
こ
の
引
用
箇
所
は
、
Ｄ
を
敷
衍
し
た
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
Ｄ
に
附
し
た
語
註
『
正
法
眼
蔵
』「
行
持
」
の
内
容
と
も
類
似
す
る
。
そ
こ
で
は
「
又
況
百
味
珍
0
0
饈
、
逓
相
供
養
、
道e
我
四
事
具
足
、
方
可w
発
心z
只
恐
做
手
脚
不p
迄
、
便
是
隔p
生
隔p
世
去
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
ご
ち
そ
う
を
振
舞
い
、
か
わ
る
が
わ
る
供
養
し
、
供
養
に
用
い
る
四
事
の
飲
食
・
衣
服
・
臥
具
・
医
薬
も
備
わ
っ
た
の
で
、
ま
さ
に
道
を
得
よ
う
と
発
心
す
る
べ
き
と
い
う
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
発
心
は
で
き
な
い
と
説
か
れ
る
。『
南
方
録
』「
滅
後
」
の
冒
頭
部
で
は
、
撰
述
者
実
山
が
現
状
の
茶
の
湯
を
批
判
し
、
か
つ
茶
の
湯
の
将
来
に
対
す
る
悲
観
的
な
見
方
を
述
べ
て
い
る
）
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（
。
Ｄ
の
「
家
居
の
結
構
」
の
出
典
と
さ
れ
る
『
正
法
眼
蔵
』「
行
持
」
の
「
末
世
の
愚
人
、
い
た
つ
ら
に
堂
閣
の
結
搆
に
つ
か
る
る
こ
と
な
か
れ
」
と
い
う
文
言
も
、
右
に
引
用
し
た
「
滅
後
」
で
述
べ
る
末
代
の
茶
を
思
い
悲
観
す
る
内
容
と
近
似
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｄ
と
Ｂ
す
な
わ
ち
『
南
方
録
』
の
「
書
院
台
子
の
茶
」
と
「
草
庵
小
座
敷
の
茶
」
の
対
比
関
係
に
、『
正
法
眼
蔵
』
の
影
響
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
　
Ｅ
で
は
、「
是
仏
の
教
、
茶
の
湯
の
本
意
也
」
と
簡
潔
に
述
べ
る
。「
是
仏
の
教
」
は
西
山
松
之
助
・
熊
倉
功
夫
の
先
行
研
究
）
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（
で
は
「
こ
れ
仏
の
お
し
え
」
と
読
み
、
前
文
の
Ｃ
と
Ｄ
を
指
し
て
い
る
。
一
方
、「
ぜ
ぶ
つ
の
お
し
え
」
と
読
み
、
「
是
心
是
仏
」
と
い
う
こ
の
心
そ
の
も
の
が
仏
で
あ
る
と
い
う
解
釈
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
語
註
で
示
し
た
『
正
法
眼
蔵
』
に
は
、「
是
経
こ
れ
仏
教
な
り
」
と
あ
り
、「
こ
れ
仏
教
」
が
「
是
経
」
を
指
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
是
仏
の
教
」
は
「
こ
れ
仏
の
お
し
え
」
と
読
み
、
Ｃ
と
Ｄ
の
内
容
を
指
し
て
い
る
と
考
え
た
い
。
　
次
に
、
Ｆ
の
一
文
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
Ｆ
は
、
小
稿
で
最
も
注
目
す
る
箇
所
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
こ
は
『
法
華
経
』
が
典
拠
）
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（
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
『
正
法
眼
蔵
』
も
出
典
と
さ
れ
る
重
要
な
文
だ
か
ら
で
あ
る
。
Ｆ
の
「
水
を
運
び
、
薪
を
と
り
」
の
文
言
に
つ
い
て
は
、『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
に
典
拠
が
あ
る
。
Ｆ
と
対
応
す
る
提
婆
達
多
品
の
一
文
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
王
聞w
仙
言a
歓
喜
踊
躍
。
即
随w
仙
人a
供w
給
所
須a
採p
菓
、
汲p
水
、
拾p
薪
、
設p
食
、
乃
至
、
以p
身
而
為w
床
座a
身
心
無p
惓
。
于
時
奉
事
経w
於
千
歳a
為w
於
法q
故
、
精
勤
給
侍
令p
無p
所p
乏
。（
中
略
）
即
便
随w
仙
人a
供
給w
於
所o
須
、
採w
薪
及
菓
蓏a
随p
時
恭
敬
与
、
情
存w
妙
法q
故
、
身
心
無w
懈
惓z
こ
こ
で
の
王
は
、
釈
尊
の
前
世
の
姿
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
王
は
法
（
法
華
経
）
を
求
め
る
た
め
に
王
位
を
捨
て
、
仙
人
に
仕
え
、
菓
を
採
り
、
水
を
汲
み
、
『
南
方
録
』「
覚
書
」
冒
頭
部
の
仏
教
思
想
（35）1234
薪
を
拾
っ
て
、
食
を
設
け
、
身
を
も
っ
て
座
と
し
、
身
心
は
疲
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
説
か
れ
て
い
る
）
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（
。
す
な
わ
ち
、
釈
尊
の
過
去
世
の
修
行
の
様
子
と
そ
の
修
行
に
よ
り
法
を
得
て
成
仏
で
き
た
こ
と
を
説
く
。
そ
も
そ
も
提
婆
達
多
品
と
は
、
提
婆
達
多
の
成
仏
と
龍
女
の
成
仏
の
話
か
ら
な
る
。
右
の
引
用
文
に
つ
い
て
、
藤
井
教
公
は
「
往
昔
の
師
弟
の
持
経
の
相
を
明
か
す
」
部
分
で
あ
る
と
指
摘
す
る
）
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（
。
こ
の
引
用
文
は
過
去
世
の
釈
尊
と
阿
私
仙
と
い
う
仙
人
の
師
弟
の
関
係
を
述
べ
る
が
、
こ
の
話
の
続
き
で
は
現
世
の
話
と
し
て
、
じ
つ
は
王
は
釈
尊
で
あ
り
、
仙
人
と
は
提
婆
達
多
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
提
婆
達
多
と
い
う
善
知
識
、
す
な
わ
ち
仏
道
を
教
え
導
い
て
く
れ
た
良
き
人
の
お
か
げ
で
釈
尊
は
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
釈
尊
は
提
婆
達
多
が
未
来
に
成
仏
す
る
こ
と
を
予
言
す
る
。
　
こ
の
『
法
華
経
』
に
お
け
る
釈
尊
の
薪
水
を
含
む
修
行
譚
は
、『
正
法
眼
蔵
』
「
授
記
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。「
古
仏
い
は
く
、
相
継
得w
成
仏a
転
次
而
授
記
（
中
略
）
い
ま
諸
仏
諸
祖
の
現
成
す
る
は
、
施
為
に
転
次
せ
ら
る
る
な
り
。
五
仏
六
祖
の
西
来
す
る
施
為
に
転
次
せ
ら
る
る
な
り
。
い
は
ん
や
運0
水
般
柴
0
0
0
は
、
転
次
し
き
た
る
な
り
。
即
心
是
仏
の
現
生
す
る
転
次
な
り
」。
ま
ず
、
こ
の
文
言
の
冒
頭
部
分
に
お
い
て
、
道
元
は
「
古
仏
い
は
く
、
相
継
得w
成
仏a
転
次
而
授
記
」
と
い
う
句
を
含
む
一
文
を
掲
げ
る
。
こ
の
「
古
仏
い
は
く
」
は
釈
尊
の
発
言
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
続
く
「
相
継
得w
成
仏a
転
次
而
授
記
」
の
句
は
『
法
華
経
』
序
品
に
確
認
で
き
、
さ
ら
に
右
に
引
用
し
た
「
い
ま
諸
仏
諸
祖
の
現
成
す
る
は
」
か
ら
始
ま
る
一
文
を
挙
げ
る
。
諸
仏
諸
祖
が
現
れ
る
の
は
、
施
為
す
な
わ
ち
動
作
を
す
る
時
に
転
次
す
る
。
ち
な
み
に
、
転
次
と
は
一
瞬
一
瞬
に
次
か
ら
次
へ
と
仏
の
証
言
お
よ
び
予
告
が
引
き
継
が
れ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
ま
し
て
や
施
為
と
い
う
水
や
柴
を
運
ぶ
修
行
に
お
い
て
こ
そ
、
転
次
す
る
の
で
あ
り
、
か
つ
「
即
心
是
仏
」
と
い
う
よ
う
に
そ
の
心
が
そ
の
ま
ま
仏
と
し
て
現
れ
引
き
継
が
れ
る
と
主
張
す
る
。
　
『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
と
『
正
法
眼
蔵
』「
授
記
」
に
お
け
る
薪
水
の
修
行
譚
の
意
義
と
し
て
、
次
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
前
者
は
王
す
な
わ
ち
釈
尊
と
仙
人
す
な
わ
ち
提
婆
達
多
の
師
弟
関
係
と
そ
の
成
仏
で
あ
り
、
後
者
は
諸
仏
諸
祖
が
現
れ
修
行
す
る
時
に
仏
の
証
言
が
転
次
し
て
引
き
継
が
れ
、
成
仏
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｆ
の
「
水
を
運
び
、
薪
を
と
り
」
の
一
文
に
お
け
る
茶
の
湯
の
具
体
的
な
修
行
方
法
と
あ
り
方
は
、『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
と
『
正
法
眼
蔵
』「
授
記
」
に
見
え
る
釈
尊
の
薪
水
を
含
む
修
行
譚
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。
ま
た
こ
の
Ｆ
は
、
利
休
と
弟
子
の
南
坊
宗
啓
の
茶
の
湯
に
つ
い
て
の
談
義
の
中
で
、
利
休
が
一
碗
の
茶
を
点
て
る
方
法
と
意
義
と
そ
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
南
坊
宗
啓
に
教
示
す
る
場
面
と
さ
れ
て
い
る
。
　
Ｆ
で
は
、
撰
述
者
実
山
が
、『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
に
お
け
る
薪
水
を
含
む
修
行
譚
の
仙
人
と
釈
尊
の
師
弟
関
係
を
利
休
と
南
坊
宗
啓
に
な
ぞ
ら
え
て
創
作
し
て
い
る
と
推
測
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、『
正
法
眼
蔵
』「
授
記
」
の
運
水
般
柴
の
修
行
が
諸
仏
諸
祖
の
転
次
と
い
う
引
き
継
ぎ
を
示
す
解
釈
は
、
Ｆ
に
続
く
Ｇ
の
「
ミ
な
〳
〵
仏
祖
の
行
ひ
の
あ
と
を
学
ぶ
也
」
と
い
う
文
に
よ
っ
て
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
田
中
仙
樵
は
、「
覚
書
」
冒
頭
部
を
解
説
す
る
に
あ
た
り
、「
釈
迦
1233（36）
が
仙
人
に
就
て
水
を
汲
み
薪
を
樵
り
て
難
行
せ
ら
れ
た
」
と
い
う
一
例
を
示
し
、
そ
の
典
拠
を
『
遺
教
経
』
の
少
欲
知
足
の
教
え
に
あ
る
と
し
た
）
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（
。
少
欲
知
足
と
は
欲
が
少
な
く
わ
ず
か
な
も
の
で
満
足
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、「
覚
書
」
冒
頭
部
Ｄ
に
「
家
ハ
も
ら
ぬ
ほ
ど
、
食
事
ハ
飢
ぬ
ほ
ど
に
て
た
る
事
也
」
と
言
う
も
の
の
、少
欲
知
足
に
関
す
る
文
言
は
見
ら
れ
な
い
。た
し
か
に
、『
遺
教
経
』
は
、
経
名
に
あ
る
よ
う
に
釈
尊
の
遺
し
た
教
訓
を
記
し
た
経
で
、『
正
法
眼
蔵
』
「
八
大
人
覚
」
で
引
用
さ
れ
、
禅
宗
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
経
典
で
あ
る
。
ま
た
、
「
八
大
人
覚
」
と
は
、
大
人
で
あ
る
諸
仏
が
、
少
欲
・
知
足
・
寂
静
・
精
進
・
不
妄
念
・
禅
定
・
修
智
慧
・
不
戯
論
の
八
種
の
法
門
を
覚
知
す
る
こ
と
だ
が
、
「
覚
書
」
冒
頭
文
の
背
景
に
は
「
八
大
人
覚
」
の
引
用
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
典
拠
と
し
て
『
遺
教
経
』
を
挙
げ
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
　
Ｇ
の
「
ミ
な
〳
〵
仏
祖
の
行
ひ
の
あ
と
を
学
ぶ
也
」
と
い
う
文
は
、
こ
の
「
覚
書
」
冒
頭
部
の
思
想
的
背
景
の
ま
と
め
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
水
を
運
び
、
薪
を
と
り
」
と
い
う
表
現
は
、『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
や
『
正
法
眼
蔵
』「
授
記
」
に
典
拠
が
あ
り
、
そ
れ
は
仏
す
な
わ
ち
釈
尊
の
修
行
譚
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
ゆ
え
に
、
こ
こ
で
「
仏
祖
」
が
釈
尊
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
）
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三
　『
草
庵
自
誡
並
示
僕
童
』「
其
の
七
」
訳
註
　
前
節
ま
で
に
、『
南
方
録
』「
覚
書
」
冒
頭
部
に
お
け
る
訳
註
と
そ
の
解
釈
を
行
っ
た
。『
南
方
録
』
冒
頭
部
の
背
景
に
は
、『
正
法
眼
蔵
』
を
中
心
に
そ
の
出
典
で
あ
る
『
法
華
経
』
他
の
経
典
類
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
実
山
の
『
草
庵
自
誡
並
示
僕
童
』「
其
の
七
」
に
は
、「
覚
書
」
冒
頭
部
に
対
応
す
る
記
述
が
あ
る
。
こ
の
書
は
実
山
の
『
南
方
録
』
以
外
の
茶
の
湯
に
関
す
る
著
作
の
一
つ
だ
が
、
成
立
年
は
未
詳
で
あ
る
。
内
容
は
「
其
の
一
」
か
ら
「
其
の
九
」
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
比
較
的
短
い
話
か
ら
成
り
、「
草
庵
」
に
関
し
て
仏
教
語
彙
を
多
く
用
い
て
解
説
し
て
い
る
点
で
実
山
の
著
作
の
中
で
も
特
異
で
あ
る
。
　
「
其
の
七
」
は
Ｆ
と
内
容
が
近
し
い
の
で
、『
草
庵
自
誡
並
示
僕
童
』
は
、『
南
方
録
』
の
「
草
庵
」
の
意
義
を
よ
り
仏
教
的
に
解
釈
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
以
下
に
『
草
庵
自
誡
並
示
僕
童
』「
其
の
七
」
を
提
示
し
、
本
文
・
現
代
語
訳
・
註
釈
を
試
み
、「
覚
書
」
冒
頭
部
と
比
較
し
て
、
次
節
で
そ
の
解
釈
を
行
い
た
い
。
【
本
文
】Ｈ茶
飯
薪
水
の
修
行
、
法
の
為
め
に
此
身
を
投
じ
、
此
身
を
致
し
、
庵
主
も
手
づ
か
ら
み
ず
か
ら
し
て
、
其
の
労
を
労
と
せ
し
、
か
の
清
浄
の
水
火
を
以
て
我
・
人
・
衆
・
寿
の
相
に
あ
ら
ず
し
て
、
普
く
布
施
せ
ば
Ⅰ
三
世
の
諸
仏
・
歴
代
の
祖
師
、
今
日
の
賓
・
主
・
汝
等
一
碗
裏
に
浴
す
べ
し
。
Ｊ
諸
尊
・
諸
仏
及
宗
易
・
宗
啓
等
の
回
向
誦
経
、
供
養
茶
湯
、
お
の
お
の
草
庵
の
清
規
を
守
る
べ
し
。
恭
敬
せ
よ
、
供
養
回
向
の
旨
趣
。
『
南
方
録
』「
覚
書
」
冒
頭
部
の
仏
教
思
想
（37）1232
【
現
代
語
訳
】
茶
を
飲
み
飯
を
食
べ
薪
を
取
り
水
を
汲
む
修
行
は
、
仏
法
の
た
め
に
こ
の
身
を
投
じ
、
こ
の
身
を
尽
く
し
、
亭
主
も
手
で
自
ら
行
い
、
そ
の
労
を
労
と
し
て
施
し
、
か
の
清
浄
の
水
と
火
を
も
っ
て
我
相
・
人
相
・
衆
生
相
・
寿
者
相
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
し
て
、
す
べ
て
に
布
施
す
れ
ば
過
去
・
現
在
・
未
来
の
諸
仏
や
歴
代
の
祖
師
、
今
日
の
客
と
亭
主
と
あ
な
た
た
ち
が
一
碗
の
中
に
恩
恵
を
受
け
る
で
し
ょ
う
。
諸
尊
や
諸
仏
お
よ
び
宗
易
や
宗
啓
ら
へ
の
回
向
と
誦
経
、
供
養
の
茶
の
湯
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
草
庵
の
清
規
を
守
る
べ
き
で
す
。
恭
敬
し
な
さ
い
、
供
養
と
回
向
を
す
る
こ
と
の
意
味
を
。
【
註
釈
】
○
茶
飯　
茶
を
飲
み
飯
を
食
べ
る
こ
と
。「
師
問w
投
子q
曰
、仏
祖
意
句
、如w
家
常
茶
飯
0
0z
離p
此
之
餘
、
還
別
有w
為
人
言
句q
也
無
」（『
聯
灯
会
要
』
二
十
八
・
浄
因
道
楷
章
）。「
お
ほ
よ
そ
仏
祖
の
屋
裏
に
は
、
茶
飯
0
0
こ
れ
家
常
な
り
。
こ
の
茶
飯
の
儀
、
ひ
さ
し
く
つ
た
は
れ
て
、
而
今
の
現
成
な
り
。
こ
の
ゆ
え
に
仏
祖
茶
飯
0
0
の
活
計
き
た
れ
る
な
り
」（『
正
法
眼
蔵
』「
家
常
」）。
○
薪
水　
薪
を
と
り
水
を
運
ぶ
こ
と
。「
覚
書
」「
水
を
運
び
、
薪
を
と
り
、
湯
を
わ
か
し
、
茶
を
た
て
ゝ
」
の
項
参
照
。
○
修
行　
仏
の
教
え
を
守
っ
て
実
践
す
る
こ
と
。「
覚
書
」「
修
行
得
道
」
の
項
参
照
。
○
法
の
為
め
に
此
身
を
投
じ
、
此
身
を
致
し　
仏
法
の
た
め
に
こ
の
身
を
投
じ
、
こ
の
身
を
尽
く
す
。「
亦
能
捨p
身
無p
所p
吝
、
随p
所w
楽
求q
尽
施
与
、
応
時
恵
施
無w
嫌
恨a
一
切
所
有
能
悉
捨
、
諸
来
求
者
皆
満
足
、
為0p
法0
捨
p
身0
無
央
数
、
修w
諸
苦
行q
求w
菩
提q
」（『
華
厳
経
』（
六
十
華
厳
）﹇
大
正
九
‐
五
二
○
上
﹈）。「
為0w
求
法0q
故
、
投0i
身0
満w
三
千
大
千
世
界q
熾
然
火
中h
及
地
獄
中
久
受w
苦
悩q
」（
菩
提
流
支
訳
『
十
地
経
論
』
巻
五
﹇
大
正
二
六
‐
一
五
五
下
﹈）。「
行
仏
の
去
就
、
こ
れ
果
然
と
し
て
仏
を
行
ぜ
し
む
る
に
、
仏
す
な
わ
ち
行
ぜ
し
む
。
こ
こ
に
為
法
0
0
捨
身0
あ
り
、
為
身
捨
法
あ
り
。
不
惜
身
命
な
り
。
但
惜
身
命
な
り
。
法
の
た
め
に
0
0
0
0
0
法
を
す
つ
る
の
み
に
あ
ら
ず
」（『
正
法
眼
蔵
』「
行
仏
威
儀
」）。「
覚
書
」「
水
を
運
び
、
薪
を
と
り
、
湯
を
わ
か
し
、
茶
を
た
て
ゝ
」
の
項
参
照
。
○
庵
主　
草
庵
の
主
。
亭
主
。「
師
嘗
訪w
一
庵
主q
款
話
。
庵
主
0
0
曰
、
近
有w
一
僧q
問w
某
甲
西
来
意q
」（
道
原
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
十
八
﹇
大
正
五
一
‐
三
五
〇
上
﹈）。「
あ
る
と
き
僧
き
た
り
て
庵0
主0
に
と
ふ
。
い
か
に
あ
ら
ん
か
こ
れ
祖
師
西
来
意
。
庵0
主0
い
は
く
、
谿
深
杓
柄
長
と
い
ふ
」（『
正
法
眼
蔵
』「
道
得
」）。
○
手
づ
か
ら　
自
身
の
手
で
。「
我
若
生w
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
等
之
趣a
又
生w
自
餘
之
八
難
処a
雖p
有p
求w
僧
力
之
覆
身a
手
自
0
0
不p
可
p
作w
供
養
三
宝
之
浄
食q
」（『
永
平
清
規
』「
典
座
教
訓
」）。
○
み
ず
か
ら
し
て　
自
ら
行
う
。「
雪
峰
の
真
覚
大
師
の
会
に
一
僧
あ
り
て
、
山
の
ほ
と
り
に
ゆ
き
て
、
草
を
む
す
び
て
庵
を
卓
す
。
と
し
つ
も
り
ぬ
れ
ど
も
、
か
み
を
そ
ら
ざ
り
け
り
。
庵
裏
の
活
計
た
れ
か
し
ら
ん
。
山
中
の
消
息
悄
然
な
り
。
み
づ
か
ら
0
0
0
0
一
柄
の
木
杓
を
つ
く
り
て
、
谿
の
ほ
と
り
に
1231（38）
ゆ
き
て
、
水
を
く
み
て
の
む
」（『
正
法
眼
蔵
』「
道
得
」）。
○
其
の
労
を
労
と
せ
し　
そ
の
労
力
を
労
力
と
し
て
施
す
。「
至w
於
作
務a
猶
与p
衆
均w
其
労
0
0z
常
曰
、
一
日
不p
作
一
日
不p
食
」（
徳
煇
『
勅
修
百
丈
清
規
』
巻
二
「
住
持
章
第
五
」﹇
大
正
四
八
‐
一
一
一
九
中
﹈）。
○
清
浄
の
水
火　
清
く
浄
ら
か
な
水
と
火
。「
一
切
智
智
清
浄
故
、
水
火
0
0
風
空
識
界
清
浄
0
0
。
水
火
風
空
識
界
清
浄
故
、
不
思
議
界
清
浄
」（『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
二
百
六
十
三
﹇
大
正
六
‐
三
二
九
上
﹈）。「
こ
の
水
火
0
0
を
受
用
す
る
た
ぐ
ひ
、
み
な
本
証
の
仏
化
を
周
旋
す
る
ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
の
た
ぐ
ひ
と
共
住
し
て
同
語
す
る
も
の
、
ま
た
こ
と
ご
と
く
あ
ひ
た
が
ひ
に
無
窮
の
仏
徳
そ
な
は
り
」（『
正
法
眼
蔵
』「
弁
道
話
」）。
○
我
・
人
・
衆
・
寿
の
相　
我
相
・
人
相
・
衆
生
相
・
寿
者
相
の
こ
と
。
我
相
と
は
我
執
、
人
相
と
は
我
は
五
蘊
の
ど
れ
か
に
あ
り
そ
れ
に
対
す
る
執
着
、
衆
生
相
と
は
我
は
五
蘊
の
和
合
か
ら
生
じ
る
と
捉
え
る
こ
と
に
対
す
る
執
着
、
寿
者
相
と
は
我
に
は
そ
れ
が
存
続
す
る
期
間
が
あ
る
と
い
う
執
着
を
さ
す
。
こ
こ
で
は
、
菩
薩
は
我
相
・
人
相
・
衆
生
相
・
寿
者
相
を
も
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
四
相
に
執
着
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。「
須
菩
提
、
若
菩
薩
有w
我
相
0
0
・
人
相
0
0
・
衆0
生
相0
・
寿0
者
相0a
即
非w
菩
薩q
」（
鳩
摩
羅
什
訳
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』﹇
大
正
八
‐
七
四
九
上
﹈）。
○
普
く
布
施
せ
ば　
す
べ
て
に
布
施
す
れ
ば
。「
是
故
聊
引w
大
士
因
縁z
普0
布0w
施0
会
中
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
等a
同
結w
当
当
来
世
仏
果
因q
」（
春
屋
妙
葩
『
知
覚
普
明
国
師
語
録
』
巻
二
﹇
大
正
八
○
‐
六
五
八
下
﹈）。
○
三
世
の
諸
仏
・
歴
代
の
祖
師　
過
去
・
現
在
・
未
来
の
諸
仏
や
歴
代
の
祖
師
。「
如w
三
世
諸
仏
0
0
0
0
、
説
法
之
儀
式a
我
今
亦
如p
是
、
説w
無
分
別
法q
」
（『
法
華
経
』
巻
一
・
方
便
品
﹇
大
正
九
‐
一
○
上
﹈）。「
三
世
諸
仏
0
0
0
0
、
皆
曰w
出
家
成
道z
歴
代
祖
師
0
0
0
0
、
伝w
仏
心
印a
尽
是
沙
門
」（
徳
煇
『
勅
修
百
丈
清
規
』
巻
五
「
登
檀
受
戒
」﹇
大
正
四
八
‐
一
一
三
八
下
﹈）、『
正
法
眼
蔵
』
「
受
戒
」
に
同
文
あ
り
。
○
今
日　
今
こ
の
時
。「
得
法
せ
ら
ん
は
、
す
な
は
ち
一
箇
の
真
箇
な
る
古
仏
に
て
あ
れ
ば
、
む
か
し
の
た
れ
に
て
相
見
す
べ
か
ら
ず
。
か
れ
わ
れ
を
み
る
に
、
新
条
の
特
地
に
相
接
す
。
わ
れ
か
れ
を
み
る
に
、
今
日
0
0
須
入
今
日
の
相
待
な
る
べ
し
」（『
正
法
眼
蔵
』「
礼
拝
得
髄
」）。
○
賓
・
主　
賓
客
と
亭
主
。
こ
こ
で
「
主
」
と
は
、
茶
の
湯
の
点
前
を
通
し
て
客
を
も
て
な
す
亭
主
の
こ
と
。「
天
福
中
、
遊
方
抵w
天
台
山
雲
居
道
場a
参w
国
師z
賓0
・
主0
縁
契
頓
発w
玄
秘z
一
日
因
入w
普
賢
殿
中q
宴
坐
」（
道
原
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
十
六
﹇
大
正
五
一
‐
四
二
二
中
﹈）。「
堂
中
の
衆
は
、
乳
水
の
ご
と
く
に
和
合
し
て
、
た
が
ひ
に
道
業
を
一
興
す
べ
し
。
い
ま
は
、
し
ば
ら
く
賓0
・
主0
な
り
と
も
、
の
ち
に
は
な
が
く
仏
祖
な
る
べ
し
」（『
正
法
眼
蔵
』「
重
雲
堂
式
」）。
○
汝
等　
あ
な
た
た
ち
。「
仏
告w
諸
竜a
汝
等
0
0
今
当i
尽
受w
三
帰z
一
心
修t
善
。
以w
此
縁q
故
、
於w
賢
劫
中a
値w
最
後
仏q
」（『
正
法
眼
蔵
』「
帰
依
三
宝
」）。
○
一
碗
裏　
一
碗
の
中
。「
池
州
嵇
山
章
禅
師
、
曽
在w
投
子q
作w
柴
頭z
投
『
南
方
録
』「
覚
書
」
冒
頭
部
の
仏
教
思
想
（39）1230
子
、
喫p
茶
次
、
謂p
師
曰
、
森
羅
万
象
総
在w
遮
一
椀
0
0
茶
裏0q
」（
道
原
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
十
﹇
大
正
五
一
‐
三
六
三
中
﹈）。
○
浴
す　
恩
恵
を
被
る
。
受
け
る
。「
我
等
皆
右
幕
下
の
重
恩
に
浴
し
0
0
な
が
ら
い
か
で
か
御
遺
跡
を
惜
み
奉
ら
ざ
る
べ
き
」（『
梅
松
論
』
上
）。
○
諸
尊
・
諸
仏　
多
く
尊
者
・
多
く
の
仏
。「
十
方
三
世
一
切
諸
仏
0
0
、
諸
尊
0
0
菩
薩
・
摩
訶
薩
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
、
と
き
に
鼓
響
す
れ
ば
、
大
衆
す
な
は
ち
雲
堂
の
点
湯
の
座
に
赴
す
。
点
湯
は
庫
司
の
所
弁
な
り
。
大
衆
赴
堂
し
、
次
第
巡
堂
し
、
被
位
に
つ
き
て
正
面
而
に
坐
す
。
知
事
一
人
行
法
事
す
。
い
は
ゆ
る
焼
香
等
を
つ
と
む
る
な
り
」（『
正
法
眼
蔵
』「
安
吾
」）。
○
宗
易　
千
利
休
の
こ
と
。「
覚
書
」「
宗
易
」
の
項
参
照
。
○
宗
啓　
南
坊
宗
啓
の
こ
と
。「
覚
書
」「
己
僧
の
明
め
」
の
項
参
照
。
○
回
向
誦
経　
回
向
し
誦
経
す
る
。
回
向
は
自
身
が
行
っ
た
功
徳
や
善
根
を
、
衆
生
の
悟
り
の
た
め
に
差
し
向
け
て
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
。「
手
巾
携w
左
手q
揖w
左
右q
出
、
看w
設
浴
施
主
名
字a
随
意
課w
誦
経
0
0
呪q
回
向
0
0
」（
徳
煇
『
勅
修
百
丈
清
規
』
巻
六
「
日
用
軌
範
」﹇
大
正
四
八
‐
一
一
四
六
上
﹈）。
○
供
養
茶
湯　
供
養
の
た
め
の
茶
の
湯
。「
随w
大
衆q
入p
堂
。
後
門
排
立
、
逢w
主
人q
巡p
堂
。
従w
後
門q
出
到w
堂
前z
逢w
首
座q
礼p
賀
。
粥
罷
僧
堂
前
南
間
、
向w
僧
堂q
高
掛w
戒
臈
牌a
荘w
卓
香
・
華a
茶
湯
供
養
0
0
0
0
」（
瑩
山
紹
瑾
『
瑩
山
清
規
』
巻
下
﹇
大
正
八
二
‐
四
四
三
上
﹈）。
○
草
庵　
茶
室
。「
覚
書
」「
草
の
小
座
敷
」
参
照
。
○
清
規
を
守
る　
清
規
を
守
る
。清
規
と
は
禅
宗
で
の
規
律
。「
您
衆
和
尚
毎
、
体w
著
皇
帝
聖
心a
興w
隆
三
宝a
好
生
遵w
守
清
規
0
0
0a
修
行
弁
道
、
専
与w
上
位a
祈p
福
祝p
寿
報w
答
聖
恩a
弘w
揚
仏
法q
者
」（
徳
煇
『
勅
修
百
丈
清
規
』
巻
一
﹇
大
正
四
八
‐
一
一
一
○
下
﹈）。
○
恭
敬
せ
よ　
う
や
う
や
し
く
敬
い
な
さ
い
。「
道
元
信
感
お
く
と
こ
ろ
な
し
。
嗣
書
を
請
す
べ
し
と
い
へ
ど
も
、
た
だ
焼
香
礼
拝
し
て
、
恭
敬
供
養
0
0
0
0
す
る
の
み
な
り
」（『
正
法
眼
蔵
』「
嗣
書
」）。
○
回
向
の
旨
趣　
回
向
の
意
味
。「
施
主
回
向
の
旨
趣
0
0
0
0
0
を
紙
片
に
か
き
て
、
聖
僧
の
み
ぎ
の
は
し
ら
に
貼
せ
り
。
雲
堂
裏
看
経
の
と
き
、
揚
声
し
て
よ
ま
ず
。
低
声
に
よ
む
。
あ
る
ひ
は
経
巻
を
ひ
ら
き
て
、
文
字
を
み
る
の
み
な
り
。句
読
に
お
よ
ば
す
。看
経
す
る
の
み
な
り
」（『
正
法
眼
蔵
』「
看
経
」）。
「
一
、
早
朝
日
中
、
及
与
晩
間
。
三
次
誦
経
、
切
須p
顧w
念
回
向
旨
趣
0
0
0
0q
」
（
卍
山
道
白
『
東
林
語
録
』
巻
下
「
東
林
寺
日
常
規
約
」﹇
大
正
八
二
‐
五
八
五
上
﹈）。「
回
向
誦
経
」
の
項
参
照
。
四
　『
草
庵
自
誡
並
示
僕
童
』「
其
の
七
」
の
解
釈
　
「
覚
書
」
冒
頭
部
の
話
と
比
較
す
る
と
、『
草
庵
自
誡
並
示
僕
童
』「
其
の
七
」
は
、「
覚
書
」
冒
頭
部
の
Ｆ
を
よ
り
仏
教
的
に
解
釈
し
言
い
換
え
て
い
る
。
こ
こ
で
Ｆ
を
今
一
度
提
示
す
る
。
イ
水
を
運
び
、
薪
を
と
り
、
湯
を
わ
か
し
、
茶
を
た
て
ゝ
、
ロ
仏
に
そ
な
へ
、
人
に
も
ほ
ど
こ
し
、
吾
も
の
む
。
ハ
花
を
た
て
香
を
た
く
。
　
Ｆ
を
イ
・
ロ
・
ハ
に
分
け
て
み
る
と
、「
其
の
七
」
の
話
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、イ
・
ロ
・
ハ
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｈ
「
茶
飯
薪
水
1229（40）
の
修
行
、
法
の
為
め
に
此
身
を
投
じ
、
此
身
を
致
し
、
庵
主
も
手
づ
か
ら
み
ず
か
ら
し
て
」
は
、
イ
「
水
を
運
び
、
薪
を
と
り
、
湯
を
わ
か
し
、
茶
を
た
て
ゝ
」、
Ⅰ
「
三
世
の
諸
仏
・
歴
代
の
祖
師
、
今
日
の
賓
・
主
・
汝
等
一
碗
裏
に
浴
す
べ
し
」
は
、
ロ
「
仏
に
そ
な
へ
、
人
に
も
ほ
ど
こ
し
、
吾
も
の
む
」、
Ｊ
「
諸
尊
・
諸
仏
及
宗
易
・
宗
啓
等
の
回
向
誦
経
、
供
養
茶
湯
」
は
、
ハ
「
花
を
た
て
香
を
た
く
」
に
言
い
換
え
ら
れ
、
説
明
さ
れ
て
い
る
。
　
と
り
わ
け
、
Ｈ
の
「
茶
飯
薪
水
の
修
行
」
の
文
言
は
、
イ
の
内
容
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
Ｈ
で
「
茶
飯
薪
水
の
修
行
」
が
「
法
の
為
め
に
此
身
を
投
じ
、
此
身
を
致
し
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
イ
の
典
拠
で
あ
る
『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
の
主
旨
と
共
通
す
る
。
そ
れ
は
釈
尊
が
前
世
に
、
法
を
求
め
る
た
め
に
王
位
を
捨
て
、
薪
水
を
含
む
修
行
に
よ
り
法
を
得
て
成
仏
で
き
た
と
い
う
修
行
譚
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
Ｈ
の
「
茶
飯
」
と
い
う
語
に
注
目
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
覚
書
」
冒
頭
の
話
に
は
見
ら
れ
な
い
言
葉
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
茶
飯
」
の
語
は
語
註
に
示
し
た
通
り
、『
正
法
眼
蔵
』「
家
常
」
に
見
え
る
。「
覚
書
」
冒
頭
部
の
主
な
典
拠
は
『
正
法
眼
蔵
』
に
拠
る
こ
と
か
ら
、「
其
の
七
」
で
も
実
山
は
『
正
法
眼
蔵
』
を
参
照
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
註
で
示
し
た
「
お
ほ
よ
そ
仏
祖
の
屋
裏
に
は
、
茶
飯
こ
れ
家
常
な
り
。
こ
の
茶
飯
の
儀
、
ひ
さ
し
く
つ
た
は
れ
て
、
而
今
の
現
成
な
り
。
こ
の
ゆ
え
に
仏
祖
茶
飯
の
活
計
き
た
れ
る
な
り
《
総
じ
て
仏
祖
の
家
で
は
、
茶
飯
は
家
常
す
な
わ
ち
日
常
の
行
い
で
あ
る
。
こ
の
茶
飯
の
儀
が
、
長
い
間
伝
え
ら
れ
て
、
今
に
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
仏
祖
は
茶
飯
の
活
計
を
し
て
き
た
》」
は
、「
家
常
」
の
冒
頭
に
見
え
、「
茶
飯
」
に
つ
い
て
定
義
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｈ
の
「
茶
飯
」
は
「
薪
水
の
修
行
」
に
か
か
る
語
で
あ
り
、「
水
を
運
び
、
薪
を
と
り
」
と
い
う
仏
法
の
修
行
を
意
味
す
る
も
の
と
確
認
で
き
る
。
　
Ⅰ
は
ロ
に
対
応
し
、『
景
徳
伝
灯
録
』
を
引
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
Ⅰ
の
「
一
碗
裏
」
と
い
う
文
言
に
は
「
茶
」
と
い
う
文
字
が
見
え
な
い
も
の
の
、『
景
徳
伝
灯
録
』
に
は
「
一
椀
茶
裏
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
は
「
覚
書
」
冒
頭
イ
の
「
茶
を
た
て
ゝ
」
に
続
く
文
脈
で
あ
り
、
そ
の
た
て
た
茶
を
「
仏
」
や
「
人
」
に
差
し
上
げ
、「
吾
」
も
飲
む
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ⅰ
の
「
一
碗
裏
」
に
は
「
茶
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
『
南
方
録
』「
滅
後
」
冒
頭
部
に
は
、「
一
宇
ノ
草
庵
二
畳
敷
ニ
ワ
ビ
ス
マ
シ
テ
、
薪
水
ノ
タ
メ
ニ
修
行
シ
、
一
碗
ノ
茶
ニ
真
味
ア
ル
コ
ト
ヲ
、
ヤ
ウ
ヤ
ウ
ホ
ノ
カ
ニ
ヲ
ボ
ヘ
候
ヘ
ド
モ
、
時
々
水
ノ
濁
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ハ
、
易
ガ
ア
ヤ
マ
ル
所
也
）
25
（
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
一
碗
ノ
茶
ニ
真
味
ア
ル
コ
ト
ヲ
」
と
あ
り
、「
茶
」
の
文
字
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
実
山
が
『
景
徳
伝
灯
録
』
の
中
に
見
ら
れ
る
「
一
椀
茶
裏
」
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
　
Ｊ
の
「
諸
尊
・
諸
仏
及
宗
易
・
宗
啓
等
の
回
向
誦
経
、
供
養
茶
湯
」
は
、
ハ
の
「
花
を
た
て
香
を
た
く
」
と
い
う
表
現
に
対
応
す
る
と
考
え
た
。
こ
こ
で
は
、
「
花
を
た
て
香
を
た
く
」
と
い
う
文
言
が
、「
回
向
誦
経
、
供
養
茶
湯
」
の
表
現
に
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
と
推
測
し
た
。
ま
た
、「
覚
書
」
冒
頭
部
ハ
の
「
花
を
た
て
香
を
た
く
」
は
、
そ
の
前
文
で
あ
る
ロ
の
「
仏
に
そ
な
へ
、
人
に
も
ほ
ど
こ
し
」
の
「
仏
」
と
「
人
」
に
対
し
て
い
る
文
言
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ロ
の
「
仏
」
と
「
人
」
が
Ｊ
の
「
諸
尊
・
諸
仏
及
宗
『
南
方
録
』「
覚
書
」
冒
頭
部
の
仏
教
思
想
（41）1228
易
・
宗
啓
」
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
、『
草
庵
自
誡
並
示
僕
童
』「
其
の
七
」
の
話
は
、「
覚
書
」
冒
頭
部
の
Ｆ
と
対
応
し
、
そ
の
典
拠
は
『
正
法
眼
蔵
』
を
中
心
に
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
遡
る
禅
宗
の
典
籍
『
景
徳
伝
灯
録
』
等
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
実
山
が
『
草
庵
自
誡
並
示
僕
童
』
の
中
で
「
其
の
七
」
を
項
目
の
一
つ
と
し
て
取
り
立
て
て
解
説
し
て
い
る
こ
と
は
、「
覚
書
」
冒
頭
部
Ｆ
の
「
薪
水
の
修
行
」
の
解
釈
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
結
　
語
　
以
上
、『
南
方
録
』「
覚
書
」
冒
頭
部
に
は
ど
の
よ
う
な
思
想
的
背
景
が
あ
る
の
か
を
検
討
し
た
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
第
一
に
、「
覚
書
」
冒
頭
部
の
訳
註
を
試
み
、
そ
の
典
拠
を
探
る
と
同
時
に
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
可
能
か
を
考
察
し
た
。
第
二
に
、
実
山
の
『
南
方
録
』
の
抄
録
で
あ
る
『
草
庵
自
誡
並
示
僕
童
』
「
其
の
七
」
に
は
、「
覚
書
」
冒
頭
部
と
近
し
い
内
容
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
訳
註
を
付
し
、「
覚
書
」
冒
頭
部
の
Ｆ
と
比
較
し
て
考
察
を
行
っ
た
。
　
こ
れ
ら
の
検
討
か
ら
、「
覚
書
」
冒
頭
部
に
は
、
直
接
的
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、『
正
法
眼
蔵
』
と
、
さ
ら
に
は
、『
正
法
眼
蔵
』
で
用
い
ら
れ
て
い
る
『
法
華
経
』
な
ど
の
経
典
類
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、「
覚
書
」
冒
頭
部
Ｆ
の
「
水
を
運
び
、
薪
を
と
り
、
湯
を
わ
か
し
、
茶
を
た
て
ゝ
、
仏
に
そ
な
へ
、
人
に
も
ほ
ど
こ
し
、
吾
も
の
む
、
花
を
た
て
香
を
た
く
」
の
一
文
は
、『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
に
お
け
る
仙
人
す
な
わ
ち
提
婆
達
多
を
師
と
す
る
釈
尊
の
過
去
世
の
薪
水
を
含
む
修
行
譚
を
典
拠
と
し
て
い
る
。『
正
法
眼
蔵
』「
授
記
」
で
は
、
そ
の
釈
尊
の
前
世
に
お
け
る
行
い
は
「
運
水
般
柴
」
と
言
い
換
え
ら
れ
、
諸
仏
諸
祖
が
現
れ
次
か
ら
次
へ
と
転
次
す
る
こ
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、『
南
方
録
』「
覚
書
」
冒
頭
部
で
、「
水
を
運
び
、
薪
を
と
り
」
な
ど
の
行
い
が
「
仏
祖
の
行
ひ
」
で
あ
る
と
す
る
の
は
、『
正
法
眼
蔵
』
の
「
運
水
般
柴
」
の
解
釈
を
草
庵
茶
の
湯
の
あ
り
方
と
し
て
置
き
換
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、『
草
庵
自
誡
並
示
僕
童
』「
其
の
七
」
の
話
に
も
、
Ｆ
に
近
し
い
記
述
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
其
の
七
」
の
冒
頭
Ｈ
「
茶
飯
薪
水
の
修
行
、
法
の
為
め
に
此
身
を
投
じ
、
此
身
を
致
し
、
庵
主
も
手
づ
か
ら
み
ず
か
ら
し
て
」
は
、
Ｆ
の
「
水
を
運
び
、
薪
を
と
り
、
湯
を
わ
か
し
、
茶
を
た
て
ゝ
」
と
対
応
す
る
。
Ｈ
に
見
え
る
「
茶
飯
薪
水
の
修
行
」
が
「
法
の
為
め
に
此
身
を
投
じ
、
此
身
を
致
し
」
と
い
う
表
現
は
、『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
に
お
け
る
釈
尊
が
過
去
世
に
、
法
華
経
を
求
め
る
た
め
に
王
位
を
捨
て
、
薪
水
を
含
む
修
行
に
よ
り
法
を
得
て
成
仏
で
き
た
と
い
う
修
行
譚
と
近
似
す
る
。さ
ら
に
、「
茶
飯
薪
水
の
修
行
」
の
「
薪
水
」
に
か
か
る
「
茶
飯
」
と
い
う
語
は
、『
正
法
眼
蔵
』
「
家
常
」
で
説
か
れ
る
、
茶
を
飲
み
飯
を
食
べ
る
と
い
う
日
常
の
行
い
を
意
味
し
、
「
薪
水
」
と
同
じ
く
茶
の
湯
の
修
行
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
『
草
庵
自
誡
並
示
僕
童
』「
其
の
七
」
の
話
は
、『
南
方
録
』「
覚
書
」
冒
頭
の
Ｆ
の
言
い
換
え
で
あ
り
、『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
と
『
正
法
眼
蔵
』「
家
常
」
が
典
拠
に
あ
る
。
1227（42）
　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、『
南
方
録
』「
覚
書
」
冒
頭
部
に
見
ら
れ
る
草
庵
茶
の
湯
の
思
想
は
、『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
や
『
正
法
眼
蔵
』「
授
記
」
お
よ
び
「
家
常
」
な
ど
の
仏
教
思
想
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、「
覚
書
」
冒
頭
部
Ｆ
の
薪
水
の
修
行
譚
に
つ
い
て
は
、
仏
祖
で
あ
る
釈
尊
が
前
世
に
お
い
て
行
っ
た
「
水
を
運
び
、
薪
を
と
り
」
な
ど
の
日
常
的
な
行
い
が
仏
道
修
行
で
あ
り
、
そ
れ
が
草
庵
茶
の
湯
の
あ
り
方
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
﹇
附
記
﹈　
小
稿
は
、
二
○
二
○
〜
二
○
二
二
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
、
特
別
研
究
員
奨
励
費
「
江
戸
中
期
に
お
け
る
茶
の
湯
と
禅
思
想　
│
『
南
方
録
』
と
「
径
山
寺
台
子
伝
来
説
」
を
起
点
に
│
」（
課
題
番
号
：20J14125
）
に
お
け
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
﹇
使
用
テ
ク
ス
ト
﹈　
主
に
以
下
に
依
拠
し
つ
つ
、
適
宜
、
句
読
点
・
読
み
等
を
私
に
改
め
た
。
『
永
平
清
規
』『
正
法
眼
蔵
』
＝
道
元
禅
師
全
集
。『
太
平
記
』『
老
の
す
さ
み
』
＝
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
。『
梅
松
論
』
＝
新
撰
日
本
古
典
文
庫
。『
天
王
寺
屋
会
記
』
＝
茶
道
古
典
全
集
。『
伊
曽
保
物
語
』
＝
日
本
古
典
文
学
大
系
。『
山
上
宗
二
記
』
＝
岩
波
文
庫
。『
堺
鑑
』
＝
浪
速
叢
書
刊
行
会
。『
南
方
録
』
＝
日
本
思
想
大
系
。『
草
庵
自
誡
並
示
僕
童
』
＝
禅
茶
録
。
注
（
１
）　
『
南
方
録
』
の
研
究
史
な
ど
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
南
方
録
』
に
お
け
る
「
草
庵
」
の
思
想
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
三
十
七
号
、
二
〇
二
〇
・
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
２
）　
『
南
方
録
を
読
む
』（
淡
交
社
、
一
九
八
三
・
一
二
）
一
一
〜
一
二
頁
。
な
お
、「
茶
禅
一
味
」
の
先
行
研
究
に
関
し
て
は
、
前
掲
注（
１
）の
注（
１
）、
お
よ
び
田
中
仙
堂
「
茶
禅
一
味
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21　
【
特
集
】
禅
とZEN
』
第
38
号
、
二
〇
一
八
・
一
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
３
）　
熊
倉
功
夫
『
現
代
語
訳　
南
方
録
』（
中
央
公
論
社
、
二
〇
〇
九
・
七
）
一
八
頁
。
（
４
）　
田
中
仙
樵
「
喫
茶
南
坊
録
講
義
」（『
茶
道
之
研
究
』
六
月
号
、
一
九
五
七
・
六
↓
『
三
徳
庵
田
中
仙
樵
全
集
』
第
四
巻
、
茶
道
之
研
究
社
、
一
九
七
七
・
一
〇
）
三
一
〜
三
五
頁
。
（
５
）　
前
掲
注（
１
）五
四
〜
五
九
頁
。
（
６
）　
前
掲
注（
３
）熊
倉
功
夫
一
五
頁
。
（
７
）　
『
正
法
眼
蔵
』
は
『
法
華
経
』
を
参
照
し
、
各
所
で
多
く
引
用
し
て
い
る
。
木
村
清
孝
に
よ
れ
ば
、「『
法
華
経
』
か
ら
の
引
用
は
、
す
べ
て
「
古
仏
」
あ
る
い
は
「
釈
迦
牟
尼
仏
」
の
言
と
し
て
出
さ
れ
、
経
名
に
は
言
及
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
も
、
道
元
が
『
法
華
経
』
の
釈
尊
を
禅
宗
の
仏
祖
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
存
在
と
し
て
見
な
し
て
い
る
こ
と
を
証
し
て
い
よ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
木
村
清
孝
『『
正
法
眼
蔵
』
全
巻
解
読
』（
佼
成
出
版
社
、
二
○
一
五
・
一
○
）
一
三
八
〜
一
三
九
頁
。
（
８
）　
神
津
朝
夫
『
千
利
休
の
「
わ
び
」
と
は
な
に
か
』（
角
川
選
書
378　
角
川
学
芸
出
版
、
二
○
○
五
・
七
）
一
九
〜
二
○
頁
。
以
下
の
研
究
が
こ
の
指
摘
に
賛
同
し
て
い
る
。
前
掲
注（
３
）八
八
六
〜
八
八
八
頁
。
八
尾
嘉
男
『
千
利
休
』（
茶
道
教
養
講
座
⑤　
淡
交
社
、
二
○
一
六
・
一
二
）
二
二
○
頁
。
中
村
修
也
『
千
利
休　
切
腹
と
晩
年
の
真
実
』（
朝
日
新
書
707　
朝
日
新
聞
出
版
、
二
○
一
九
・
二
）
二
五
頁
。
（
９
）　
前
掲
注（
８
）神
津
朝
夫
参
照
。
（
10
）　
前
掲
注（
３
）八
八
八
頁
。
（
11
）　
前
掲
注（
１
）四
一
〜
五
九
頁
。
（
12
）　
石
井
修
道
に
よ
れ
ば
、『
正
法
眼
蔵
』「
袈
裟
功
徳
」
の
表
現
で
あ
る
「
世
尊
告w
智
光
比
丘q
言
、
法
衣
得w
十
勝
利q
」
は
、『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
巻
五
「
無
垢
性
品
第
四
」
に
典
拠
が
あ
る
と
註
し
て
い
る
。
石
井
修
道
訳
註
『
正
法
眼
蔵
８
』（
原
文
対
照
現
代
語
訳
・
道
元
禅
師
全
集
⑧
、
春
秋
社
、
二
○
一
一
・
一
○
）
二
七
五
頁
。
な
お
、『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
と
は
父
母
・
衆
生
・
国
王
・
三
宝
の
四
恩
説
か
ら
大
乗
的
出
家
主
義
を
説
く
経
典
で
あ
る
。
出
家
し
て
森
林
に
住
み
、
心
地
を
観
想
し
妄
想
を
断
じ
て
、
仏
道
を
得
る
こ
と
を
述
べ
る
。
頼
富
本
宏
『
中
国
密
教
の
研
究
│
般
若
と
賛
寧
の
密
教
理
解
を
中
心
と
し
て
│
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
七
九
・
一
一
）
な
ど
参
照
。
『
南
方
録
』「
覚
書
」
冒
頭
部
の
仏
教
思
想
（43）1226
（
13
）　
『
堺
鑑
』
で
は
堺
出
身
の
「
堺
舜
慶
」
と
い
う
人
物
が
、
茶
入
を
焼
き
、
そ
の
祖
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
寛
文
十
一
年
に
小
堀
遠
州
門
下
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
茶
器
弁
玉
集
』
に
は
、「
境
春
慶
ト
云
事
、
和
泉
ノ
境
ニ
テ
焼
ト
云
説
非
也
。
実
ハ
美
濃
尾
張
両
国
ノ
境
目
ニ
窯
ヲ
立
、
焼
出
ス
故
ニ
云
コ
ト
明
也
」
と
あ
り
、
境
春
慶
は
瀬
戸
茶
入
窯
の
区
分
名
の
こ
と
を
い
う
。
な
お
、
春
慶
と
は
尾
張
瀬
戸
の
陶
祖
加
藤
四
郎
の
法
号
で
あ
る
。
ま
た
、『
原
色
茶
道
大
辞
典
』「
境
春
慶
」
の
項
に
は
、「
一
説
に
泉
州
堺
で
焼
い
た
と
い
う
の
は
誤
り
」
と
あ
る
。
（
14
）　
櫻
本
香
織
「
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
背
景
│
茶
の
湯
の
「
起
源
」
を
め
ぐ
っ
て
│
」
（『
多
元
文
化
』
第
八
号
、
二
○
一
九
・
二
）
で
、
台
子
の
意
義
を
論
じ
、『
南
方
録
』
に
お
け
る
「
台
子
」
の
位
置
づ
け
に
も
言
及
し
た
。
（
15
）　
石
井
修
道
は
、『
正
法
眼
蔵
』「
受
戒
」
の
「
饒
益
衆
生
戒
」
の
語
は
、『
菩
薩
善
戒
経
』
巻
四
「
戒
品
」
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
前
掲
注（
12
）二
四
八
頁
。
（
16
）　
大
野
法
道
「
菩
薩
善
戒
経
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
学
報
』
二
九
輯　
大
正
大
学
出
版
部
、
一
九
三
九
・
五
↓
『
大
正
大
学
学
報
』
第
八
巻　
第
一
書
房
、
一
九
八
〇
・
一
二
）。
（
17
）　
田
村
芳
朗
・
藤
井
教
公
『
法
華
経
』
上
（
仏
典
講
座
７　
大
蔵
出
版
、
一
九
八
八
・
三
）
五
九
頁
。
（
18
）　
前
掲
注（
１
）四
七
頁
。
（
19
）　
西
山
松
之
助
校
注
『
南
方
録
』（『
近
世
芸
道
論
』
日
本
思
想
大
系
61　
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
・
一
）
一
〇
頁
、
前
掲
注（
３
）一
五
頁
。
（
20
）　
実
山
の
『
南
方
録
』
以
外
の
著
作
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
南
方
録
』
の
仏
教
語
彙
の
一
つ
で
あ
る
「
露
地
」
は
、
鳩
摩
羅
什
訳
の
『
法
華
経
』
譬
喩
品
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
壺
中
炉
談
』「
露
地
大
概
」、『
喫
茶
又
録
』
第
一
「
露
地
篇
・
大
概
」、『
草
菴
大
綱
』「
露
地
大
概
」
に
は
、「
露
地
は
草
庵
寂
寞
の
一
境
を
す
べ
（
都
）
た
る
名
（
号
）
也
。
法
華
譬
喩
品
に
長
者
（
の
）
諸
子
（
す
で
に
・
の
）
三
界
の
火
宅
を
出
て
露
地
に
坐
す
る
と
見
え
た
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
先
行
研
究
の
中
で
踏
襲
さ
れ
て
き
た
。
柴
山
不
言
『
喫
茶
南
坊
録
註
解
』
上
巻
（
初
出
一
九
二
八
・
六
↓
茶
と
美
舎
、
一
九
七
二
・
一
二
）
一
二
八
頁
。
前
掲
注
（
４
）四
一
〜
四
二
頁
、
古
田
紹
欽
『
草
庵
茶
室
の
美
学　
茶
と
禅
の
つ
な
が
り
』（
雪
華
社
、
一
九
六
三
・
三
↓
淡
交
社
、
一
九
九
○
・
八
）
三
七
頁
。
前
掲
注（
19
）五
三
四
頁
。
久
松
真
一
『
茶
道
の
哲
学
』（
久
松
真
一
著
作
集
第
四
巻　
理
想
社
、
一
九
七
三
・
七
↓
講
談
社
学
術
文
庫
８
１
３　
講
談
社
、
一
九
八
七
・
一
二
）
七
○
頁
。
（
21
）　
『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
に
お
け
る
釈
尊
の
薪
水
の
修
行
譚
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
説
話
集
な
ど
に
お
い
て
引
用
さ
れ
、
話
が
作
ら
れ
て
き
た
。
藤
井
教
公
は
、「
行
基
菩
薩
作
と
伝
え
る
、「
法
華
経
を　
わ
が
え
し
こ
と
は
薪
こ
り
菜
つ
み
水
く
み
つ
か
へ
て
ぞ
え
し
」
と
い
う
有
名
な
歌
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。（『
法
華
経
』
下　
仏
典
講
座
７　
大
蔵
出
版
、
一
九
九
二
・
一
〇
）
六
二
五
頁
。
ま
た
、
岡
田
美
也
子
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
樵
の
翁
に
お
け
る
「
薪
を
と
り
て
、
世
を
す
ぐ
る
程
に
」
の
表
現
に
つ
い
て
、『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
の
逸
話
が
典
拠
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
岡
田
は
、
こ
の
『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
説
話
と
し
て
、
藤
井
が
指
摘
す
る
『
拾
遺
集
』
や
、『
梁
塵
秘
抄
』『
長
秋
詠
藻
』
な
ど
を
紹
介
す
る
。（「『
宇
治
拾
遺
物
語
』
樵
夫
説
話
と
慈
円
│
第
三
話
を
起
点
と
し
て
│
」『
千
葉
敬
愛
短
期
大
学
紀
要
』
二
三
号
、
二
〇
〇
一
・
二
）。
（
22
）　
前
掲
注（
21
）藤
井
教
公
六
二
四
〜
六
二
五
頁
。
（
23
）　
前
掲
注（
４
）三
三
頁
。
（
24
）　
熊
倉
功
夫
は
仏
祖
を
「
釈
迦
や
祖
師
」
と
し
て
現
代
語
訳
し
て
い
る
。
前
掲
注（
２
）
九
頁
。
前
掲
注（
３
）一
五
頁
。
（
25
）　
前
掲
注（
１
）四
六
〜
四
七
頁
。
